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蔵王のブナと水を守る会　　　　　〒989‐0231　宮城県白石市福岡蔵本字滝下102

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡･Fax　 0224－25－3820

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://www.zao.org


厳しい寒さが続きましたが、やっと春がやってきました。南蔵王山麓でもスミレやカタクリ、ニリンソウが咲きだし、コナラやブナ、カエデ等の芽吹きも始まっています。春の訪れは、やはり心が浮き浮きしますね。今年は「春を食べる会」を行いませんが、山歩きには素晴らしい季節ですので、是非ご家族やお友達と一緒に遊びにいらっしゃいませんか。

また、５月２０日に「２６周年記念大会」を開催いたしますので、ご参加をお待ちしております。
　✾植林祭のご案内✾
日時　　　２０１２年６月１０日（第２日曜日）

場所　　　蔵王のブナと水を守る会作業小屋周辺

集合　　　９時３０分　　　白石市役所駐車場（場所のわからない方）

　　　　　１０時　　　　　作業小屋（丸太小屋）（自力で来られる方）

日程　　　１０時　　　　　受付け

　　　　　１０時１５分　　植林祭開会式

　　　　　１０時３０分　　植林作業

　　　　　１１時３０分　　ウッドゲーム（樹の名前当てクイズ）

　　　　　１２時４０分　　昼食

　　　　　１３時１０分　　クイズ正解発表

　　　　　１３時３０分　　閉会式・表彰
参加費　　　大人　　５００円（保険料込み）　　小学生以下　　１００円（保険料）

申込み　　　車の準備及び保険に加入しますので、申込み時には、氏名・年齢・住所・電話番号・
集合場所・交通手段を明記お願いします。　　申込締切　６月３日（日）厳守

持ち物　　　昼食・飲み物・雨具・軍手・長靴・ペン・スコップ又は唐ぐわ（お持ちの方）

申込先　　　特定非営利活動法人　蔵王のブナと水を守る会　事務局

ＦAX　　　　0224-25-3820（聞き違いを防ぐためFAXで )

     　　　　　 　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:　　http:/www.zao.org　(参加申込書)

　　　　　　　　　　　E-mail　　　mail@zao.org
　　　　　　　　　　東日本大震災から１年が過ぎて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　白内 恵美子
　賛助会員の皆様、『南蔵王の荒地をブナの森に復元する活動』への温かいご支援をありがとうございます。心より感謝申し上げます。

今年は寒さの厳しい冬がいつまでも居座り、春が遠慮気味にゆっくりと巡ってきました。お花見を楽しみにしていた人にとって、桜の開花の遅れはかなり気をもんだことでしょう。
しかし、ゆっくりであっても季節は確実に巡ってくるのですね。今年も庭に咲いたイカリソウやニリンソウ、オダマキ等を見ながら、昨年の大震災後に季節の花々が次々に咲き出し感動したのを思い出しました。

　私は２月に石巻市や女川町、東松島市の津波の被害が甚大だった地域を、知人の案内で回りました。「何もお手伝いできないのは申し訳ない」という気持ちから、なかなか行けずにいたのですが、自分の目で見ると報道されていた以上に甚大な被害だったことが分かります。高く、高く積み上げられた瓦礫の山々、生活の営みの一切が失われ何もない風景、まだ見つからない遺体の捜索、満潮になれば水没する地域、無数のトビが飛び交い…、東松島市の住宅街では、まだ瓦礫の処理さえ始まらず放置されており、大型船が陸に乗り上げていました。
　石巻市立門脇小学校は、地震と津波と火事の三重の被害となり、『何故学校がこんなにも破壊されねばならないのか！』と、怒りを感じるほど無残な姿を晒していました。しかし、このような状況の中で、この小学校にカメラを据えたドキュメンタリー映画「宮城からの報告〜こども・学校・地域」（監督：青池憲司氏）の制作が進んでいます。まだ完成品ではない試写会に行きましたが、悲惨な状況を撮影せずに全てインタビューで、門脇小学校の子ども達や教師、地域の人々が自分の言葉で思いを語る様子が描かれていました。多くの方に観て頂きたい内容です。８月に上映予定ですので是非ご覧ください。（詳細は「宮城からの報告〜こども・学校・地域」のホームページをご覧ください。）
　案内してくれた知人に、「ボランティアをしなくとも、被災地に来て買い物をしてくれるだけで支援になる。地場産の物を沢山買って帰ってほしい。」と言われたので、プレハブの直売所で毛ガニやウニ、カキ、イカなど新鮮な魚介類を奮発して買いました。どれも甘くてとても美味しく、復興を願いながら家族みんなで舌鼓を打ちました。
　当会は、今年で２６周年を迎えます。会の歩みを綴った「２５周年森作り報告書」を今年１月に完成させました。２５年間の活動概要を見ると、『あんな事もあった、こんな事もあった』と、様々な行事や植林活動を思い出します。荒地に木の実をまいて試行錯誤を繰り返していた頃、夢だけは大きくて『いつかは立派な森になる』と信じて疑いませんでした。
また、自然の中に身を置くことが楽しくて仕方がなかった、その楽しさを多くの方に知らせたいと思いながら、情報発信することもできずに現在に至っています。
　私たちの森作りは、着実に進んでいます。報告書の２０年前の写真と現在を比べて頂くとよく分かります。２５年でここまで来ました！トラスト地の今後、会の今後を考える時、若い世代にどうしたら引き継いでもらえるのか、人材育成をどうするのかが最大の課題です。　まずは、作成した報告書を携えて会員一人ひとりが身近な所を回ることから始めましょうか。
森の力は一枚の木の葉から

　　　　　　　　　　　　　　　　理事　仲村 得喜秀
　私達人間も含めすべての生物が生きていく上で、植物が持っている力は必要不可欠なものです。衣、食、住だけではありません。きれいな水や空気を作り出す力を持っています。とりわけ樹木の集団である森の力は、人間社会が持っているといわれている高度な科学力をも、はるかに凌ぐものなのです。
森の力のルールは、一枚の葉っぱが握っています。木の葉が光合成をすることは、大抵の人は知っています。しかし、一枚の葉っぱが行なっている活動のメカニズムを科学の力はまだ確立できていません。もし、そのメカニズムを解明できれば、森などは必要なくなるかもしれません。
光合成とは、土の中から吸い上げた水分を葉から蒸散させ、葉緑素という酵素が太陽の光を受けて空気中の炭酸ガスを吸収し、炭水化物を作り出すことです。炭水化物は樹木の成長の原料となります。この時、同時に酸素を空気中に放出します。この葉っぱの働きのメカニズムを科学の力で再生できるのであれば、木材は工場で生産できるはずです。
人間が科学の力で何かを作り出す時には、必ず公害物質も同時に作り出します。何を作るにしても、電気やガスは使われるし、原子力発電では処理する事すらできない放射能を排出します。特に化学が作り出す物質では、有害物質が計り知れないほど作り出されています。
しかし、木の葉の中の工場では、一切の公害物質も作り出されません。逆にそのような物質を吸収する役割をしています。木の葉は落葉樹、常緑樹に関わらず、１〜３年ぐらいで地面に落下しその生命を終えます。その落葉は少しずつ腐っていきますが、その中では、まだ自然科学の分野でも解明できていない菌類や微小生物達が、落葉を食べて生活していて、その事が落葉の腐葉土化を進める事にもなっているのです。この腐葉土は雨水を土の中に蓄え、なおかつ腐る時にある種の酸を作り出し、雨水の中に多くのミネラル分を溶かし、豊かな水をも作り出しているのです。
光合成によって発生した酸素は、生物が生きていくのに欠かせない物質です。木の葉から蒸散された水分は、気化熱を地球の表面から奪い取るので、地球の表面を冷やす力を持っています。つまり、森は地球の表面を冷やす冷蔵庫の役割もしているのです。森のない砂漠には、雨は降りません。森は雨を呼ぶ源でもあります。
森がある事でマイナスになる事は、一つもありません。科学万能の社会の中で、私達は自然の事を忘れすぎているような気がします。一枚の葉っぱは、光合成をしてその役割を終えた後も腐葉土となり、最終的には又その木の栄養となっています。何一つ無駄がないのです。
この事は人間社会で行われている『捨てる』という事について、一石を投じてくれているとも思います。この一枚の葉っぱの働きを、私達はもっともっと知らなければならないと思います。葉っぱは当たり前のことを普通に行なっているに過ぎません。しかし、同時に私達人間社会の異常さを教えてくれているのかもしれません。

・・・５月２０日に２６周年記念大会を開催・・・
多数のご参加をお待ちしております
　
昨年開催を予定していた「蔵王のブナと水を守る会２５周年記念大会」は、東日本大震災により１年延期し今年度開催いたします。４月初めに賛助会員の皆様にご案内をお送りさせて頂きました。お手数をおかけしますが、出欠の連絡をお忘れの方は至急葉書を返送ください。なお、まだお席に余裕がありますので、万象繰り合わせの上是非ご参加をお願いいたします。ご家族同伴での参加も大歓迎です。葉書を無くされた方や出席に変更の方は、下記の申込先までＦＡＸでご連絡ください。
《日時》　２０１２年５月２０日（日）１０：００〜１４：４５
《場所》　舞鶴会館（白石市役所より徒歩２分）

《内容》　２６年間の活動報告

　　　　　記念講演（西口親雄氏、保谷忠良氏）

　　　　　記念演奏（月輪まり子氏）

《会費》　２，０００円

《申込先》実行委員長　長澤　ＦＡＸ ０２２－２３４－０２２１
《締切》　５月１０日

≪２５周年森作り報告書完成≫
発行が遅れていた「蔵王の森の物語 蔵王のブナと水を守る会２５周年森作り報告書」が、やっと完成しました。当会の活動を振り返り現在の到達点を明らかにするとともに、２５年間の思い出の写真や蔵王の花々の写真を多数掲載しております。
厖大な量の写真の中から２０年後の同じ場所の写真を探し出したり、慣れないパソコン操作に四苦八苦したりと、この報告書は正に編集委員会メンバーの汗と涙の結晶です。末永くお手元に置いて頂ければ幸いです。




















































ナショナルトラスト基金報告


　　　皆様には、ナショナルトラスト基金をお寄せいただき誠にありがと


　　うございました。


２０１１年１月～１２月末までの累計は、以下の通りです。


森作りのため今後ともご支援をよろしくお願いいたします。





２０１１年度件数　　　　　　　５２件　(2011年1月～12月末)


２０１１年度金額　　３０２，４９４円　(2011年1月～12月末)











